
防犯特集号 ８ 2018 年 9 月発行 04vol. 『日本一安心で安全なまち』を目指して
豆知識ちょこっとちょこっと 市内には、火災に備えて「街頭消火器」が設置してあります。消火器の破損や不備を見かけた場合は、安心安全課まで。

平成30年10月21日㈰　市内一斉防災訓練実施！　ぜひご参加ください。
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お庭の悩みお気軽にご相談下さい

有限会社　絹山造園
狛江市中和泉１-９-24狛江市中和泉１-９-24
TEL  03（3489）4869
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業務内容

宝飾・メガネ・時計・補聴器の専門店

腕時計 電池交換700円～
本店
狛江店

狛江市東和泉3-12-6
狛江市東和泉1-30-2 1F

℡03-3480-8463
℡03-3480-8972

消防団第二分団金田清孝部長のお店！

消防団第二分団絹山貴宏団員のお店！

お楽しみコーナー

第７号のクロスワードの答え

●タテのカギ�
1	 水害が起きたとき、浸水後は無理に移動せず建物内

で安全な場所に避難しましょう。「○○○○○避難」
2	 12月の誕生石、別名トルコ石。緑がかった青のこ

とを○○○○○ブルーとも言います。
4	 避難情報のひとつ。災害に対応した指定避難所へ速

やかに避難します。「ひな○○○○○」
6	 物事が思うようにいかず、はがゆいこと。「○○○

たい」
10	 スパイスで具材を煮込みます。子どもにも大人気！
12	 文字を書いたり色づけするために使います。
14	「○○う」を積んで浸水対策を！

●ヨコのカギ�
1	 全身を映す、大型の鏡のこと。「○○○み」
3	 絵や写真で実際の形などを示しながら解説した本の

こと。
5	 心象、形象、印象。心の中に思い描くこと。
7	 冬はこたつでこれ。「○○ん」
8	 カカオの実からつくった菓子。「○○○○○ト」
9	 中学校や高校等が一体化され、一貫の教育がされる

学校のこと。「○○○○○う」
11	 知識を問う問題のこと。○○○番組。
13	 キャッシュ○○○手渡し詐欺が増えてます。
15	 振り込め詐欺や、それに似た手口の詐欺の総称を「○

○○○詐欺」と言います。
16	「○○した」で雨宿りする。

今回は「クロスワード」！

「海水浴（かいすいよく）」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました！

問題 クロスワードを解き、○に入る文字を並び替えよう！

「○○○○○○秋」　ヒント 秋はおいしい食べ物がたくさん！！
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正解者の中から
抽選で30名の方に
防犯グッズを
プレゼント！

応募方法

【締切】平成30年10月31日㈬　※ハガキは当日消印有効
【宛先】〒201-8585
狛江市役所総務部安心安全課　お楽しみコーナー
※当選者の発表は景品の発送をもって代えさせていただき
ます。
※個人情報は景品発送のためのみに使用いたします。
※応募は一人につき一件とさせていただきます。

インターネットの場合　QRコードを読み取
り、専用フォームからご応募ください。
https://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/uketsu
ke/dform.do?id=1534226125507

ハガキの場合　答え・住所・氏名・年齢・電話番号・安
心安全通信で取り上げてほしいことを明記のうえ安心安全
課宛へ

　狛江消防署が毎年市内の小学
生を対象に実施している「はた
らく消防写生会」に、狛江市消
防団も写生のモデルとして参加
しています。各小学校の校庭に
救急車やポンプ車を実際に並べ
て、その周りで子どもたちが写生を行います。
　なかなか間近で見ることのできない消防自動車を目の前にして、子どもた
ちもとても興奮している様子でした。車の特徴をじっくり観察し、画用紙い
っぱいに絵を描いていました。
　例年4月末～5月中旬ごろにかけて開催され、入賞作品は8月に狛江市役
所の庁舎2階ロビーで展示されました。

消防 　消防団員は普段は自分の仕事をしてい
ますが、市内の火災等のときには消防活
動を行うため現場に駆けつけます。

はたらく消防写生会 消火栓のペンキ塗りを行いました

船外機点検

狛江市消防団はこんな活動をしています

　多数の人が集まることが予想されるイベントのときには、地域の皆さんの安全
を第一に考え、防災活動のリーダーとして災害や事故の発生防止のために活動し
ています。
　消防団員は、市内在住または在勤の方です。自分たちの地域を自分たちで守る
という、地域に根ざした活動をしています。町会・自治会での防災訓練への参加
や、市内の学校で応急救護等の講師を務めたりもしています。また、神社で行わ
れる祭事での警戒活動も行っています。
　恒例の狛江市民まつりでも、消防団は警戒活動を実施し、パレードにも参加し
ています。ぜひご来場ください。

　消防団は、多摩川や野川で水難事故等が発生した場合、消防署と協力して
水難救助を行います。水難救助活動を行うために、消防団には小型ゴムボー
トを2艇配備しており、小型船舶免許を取得しているボート隊のメンバーが
点検や訓練を行っています。
　水難救助活動以外では、主に水防訓練時の舟艇
（しゅうてい）訓練やいかだレースの警戒活動等
で活躍しています。
　「船外機」とは、小型船に付ける取り外し式の
推進機関のことで、自動車でいうところの「エン
ジン」に該当します。いざという時にしっかりボ
ートを動かせるように、実際にエンジンを始動し、
問題なく作動するか等を念入りに確認するなどし
て定期的に「船外機」の点検を行なっています。
ボートや船外機はともに多摩川の近くにある水防
倉庫に保管してあり、船外機点検も水防倉庫内で
実施しています。

　火災時に消火をするため、まちなかに消火栓が
設置してあります。消火栓は主に道路上に設置し
てあり、マンホールの蓋と見分けをつけるため、
蓋の周りに目立つ黄色のペンキで印を付けること
となっています。消
火栓の上をたくさん
の車が通るため、時
間が経つとペンキが
削られたり剥がれた
りして薄くなってし
まいます。
　消防団の各分団で
は、消火設備の点検
や位置の再確認を兼
ねて消火栓のペンキ
塗りを行いました。

　いざというときに消火活
動ができなくなるため、消
火栓上の駐車は厳禁です。
ご協力をお願い致します。

狛江市消防団事務局
からのお願い

地域に根ざした活動もしています

見かけた
ことある？


